
改訂日 ：

有限会社アオイ

２０２２年度（事業年度）  環境経営レポート

（対象期間：２０２２年７月～２０２３年６月）

発行日　： 2023年10月31日



Exp.： 電力、車両燃料（ガソリン、軽油）、暖房および工事用燃料（灯油、LPG、都市ガスなど）

ごあいさつ

有限会社アオイ は、平成１４年の設立以来、土木建築工事業を通して地域社会の発展に
尽力してまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の低減に努
めることにより、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取り組んでまいりま
す。

環境経営方針

当社は、土木工事、舗装工事、水道工事等の各事業分野において、全社一丸となったエコ
アクション２１の活動を通じて積極的に環境への取組を推進して継続的改善を進めることで、
環境負荷の低減と経営を両立させ、活動をスパイラルアップさせながら、持続可能な企業とし
て存続し続けます。

１． 環境関連法の法規や条例および協定などの当社が約束したことを遵守します。

２． エネルギー起源の二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３． 事務所で発生する廃棄物量を削減し、リサイクルを推進します。

４．

水使用量の削減を推進します。５．

化学物質使用量の削減（または、適正管理）を推進します。６．

建設現場等で発生する廃棄物量を削減し、再生資源の利用、建設リサイクルを推進します。

地域美化活動やボランティアに、積極的に参加することに努めます。

７．

８．

制定日　： 2022年11月15日

環境に配慮した施工技術の開発と客先への提案を推進します。

改訂日 ： ２０１◆年◆◆月◆◆日

代表取締役 青中　龍二

９． 環境方針を含め、環境取組活動を全従業員に周知し、全員参加の活動としてスパイラルアップを
目指します。
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（１） 名称および代表者名
有限会社　アオイ

代表取締役 青中　龍二

（２） 所在地
本社 〒739-1103　広島県安芸高田市甲田町下小原1258-2
資材倉庫 〒731-0501　広島県安芸高田市吉田町吉田四軒屋

（３） 環境管理責任者、担当者の氏名および連絡先
環境管理責任者 総務部 村田　正人 ℡ № ： 0826-45-4891

担当者 工務部 川久　未加 ℡ № ： 0826-45-4891
E-Mail ： aoilenovo01@outlook.jp

（４） 事業内容
土木工事業、とび・土木工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業
塗装工事業、水道施設工事業、解体工事業
許可番号　広島県　第31461号　　許可年月日　令和2年11月27日

許可期限　　令和7年11月26日

（５） 事業の規模
設立
資本金
売上高　　　　　 （2022年度実績）
各事業所の規模

単位 本社 資材倉庫

従業員 人 24人 無人
延べ床面積 ㎡ 153.7 6525.0

（６） 事業年度
7月～翌年6月

登録組織名 ： 有限会社　アオイ
活動 ： 土木工事業、とび・土木工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業

しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、解体工事業

３． アクセス

１． 組織の概要

２． 認証・登録の対象範囲

平成14年1月21日
2,000万円

68,161万円

国道54号線

広島から三次方面

安芸高田市甲田町下小原

高田コンクリート工業先を

右に入って100m程度先左側
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役割

環境管理責任者 ・ 環境経営システムの実施に必要な、人員、設備、費用の準備

・ 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・ 環境経営目標・環境経営活動計画書・環境経営レポートの承認

・ 環境経営システム全体の構築、運用、維持

・ 環境経営システムの構築、実施および運用管理

・ 問題点の発見、是正、予防処置の確認及び評価

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施

環境事務局 ・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・ 環境経営活動の実績データ等集計

・ 環境関連の外部コミュニケーション窓口

・ 環境関連法規の遵守状況の確認

・ 環境管理責任者への報告

・ 環境関連文書・記録の管理

・ 環境経営レポートの作成

・ 環境管理責任者の補佐

各Gr長 ・ 自部門の環境経営目標および環境経営計画作成

・ 部門における環境経営計画の実行および管理

・ 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制を従業員に周知

・ 従業員に対する教育・訓練の実施

・ 環境経営計画の取組結果を代表者へ報告

・ 問題点の発見、是正・予防処置の確認および評価、代表者への報告

全従業員 ・ 環境経営方針の理解と環境経営計画の取り組みの重要性を理解

・ 決められたことを守り、自主的･積極的に環境活動へ参加

４． 実施体制

代表者取締役社長

環境事務局

総務部 工務部

環境管理責任者

工事現場



　　【試行期間始めに策定した試行期間及び中期環境経営目標】、
　　【試行期間の目標対実績と判定】、
　　【見直し後の次年度の環境経営目標】 基準年度：7月～翌年6月

2021年度 2023年度 2024年度
基準年度 目標 実績 判定 目標 目標

325,448以下 333,072 322,160以下 318,873以下 322,160以下

（―1％） (+13%) （―2％） （―3％） （―2％）

16,734以下 18,434 16,565以下 16,396以下 16,565以下

（―1％） (+9%) （―2％） （―3％） （―2％）

17,419以下 13,739 17,243以下 17,067以下 17,243以下

（―1％） (-22%) （―2％） （―3％） （―2％）

106,214以下 112,842 105,141以下 104,068以下 105,141以下

（―1％） (+5%) （―2％） （―3％） （―2％）

1,153以下 762 1,142以下 1,130以下 1,142以下

（―1％） (-35%) （―2％） （―3％） （―2％）

13以下 10 13以下 13以下 13以下

（―1％） (-26%) （―2％） （―3％） （―2％）

63以下 50 63以下 62以下 63以下

（―1％） (-22%) （―2％） （―3％） （―2％）

注　：　電力と燃料の使用量削減に注力し、「グリーン電力（CO2排出も小さい（を購入」を推進し、

　　　「燃料から電化」「自らグリーン電力を作り、使用」も視野に入れているため、

　　　　小売電気事業者の電力購入年度（又は公表直近の）CO2調整後排出係数を用いた。

注　：　PRTR法対象化学物質を使用していないので、化学物質に係る目標は掲げません。

実績把握4 災害応急復旧工事件数 件 ― ― ― － 実績把握 実績把握

3 水使用量の削減（本社） M3 64 〇

100% 〇 100% 100% 100%2
産業廃棄物に係る目標

（建設リサイクル率の向上）
％ 100% 100%

③ 軽油使用量の削減 ℓ 107,287

〇

③ 灯油使用量の削減 ℓ 1,165 〇

③ ＬＧＰの削減 ｋg 13

×

×

16,903

1

二酸化炭素排出量の削減 ｋg-CO2 328,735

① 電力使用量の削減 kWh

×

② ガソリン使用量の削減 ℓ 17,595 〇

　５．環境経営目標及びその実績

環境経営目標 単位
年度始めに策定 見直し後次年度

2023年度の目標
(前年度比-1%)

2022年度

2021年度 2022年度

中国電力 0.540 0.540 (kg-CO2/kWh)

格安電源 0.327 0.327 (kg-CO2/kWh)

調整後二酸化炭素
排出係数

排出係数（D)



取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

・ △ 継続

・ サーキュレーターの設置 ✕ 強化 導入を今後の課題とする
・ 不要照明の消灯 △ 継続
・ 設備の空転禁止 △ 強化

・ 不要なアイドリングストップ 強化 社長営業車のディーゼル車への変更による効果。
・ 急加速急停車の防止 強化 もっと意識をしエコドライブを実行する。
・ 効率的な移動 ○ 強化

一部従業員の通勤乗り合いによる効果あり。

・ 不要なアイドリングストップ △ 強化 一般貨物自動車運送開業に伴う車両増
・ 急加速急停車の防止 △ 強化 もっと意識をしエコドライブを実行する。
・ 効率的な移動 △ 強化

もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

・ ストーブの使用基準の作成 ○ 継続 使用を控えエアコンへシフトした効果あり。
・ 室温管理（20℃を基準） △ 継続
・ 部屋開放の禁止 ○ 強化 大体出来てきた。
・ ウォームビズの実施 ○ 強化 大体出来てきた。

・ フォークリフトの適切運用 ○ 強化 適切に運用できた。
・ 湯沸器の運用の適切管理 ○ 継続 適切に運用できた。

・ 分別によるリサイクル推進 ○ 強化 適切に運用できた。
・ 仮設資材の再利用の推進 ○ 強化 適切に運用できた。

・ 節水の周知徹底 ○ 継続
・ 節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○ 継続

注） ◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

次年度

ステッカーを張り付け、意識の向上を図った。

６． 環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

空調温度の適正化（冷房28℃暖
房20℃）

服装等で対応したが、過去にない猛暑の影響もあり
徹底できず、次回に向け対策を考える。

階段での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。

実施状況

二酸化炭素排出量の削減　：　僅かに未達
電力使用量の削減　：　未達

ガソリン使用量の削減　：　達成
△
△

軽油使用量の削減　：　未達

もっと省エネ意識を持たせ、ムダな使用を無くして行く。

灯油使用量の削減　：　達成

建設リサイクルの推進　：　達成（100％を維持）

水道水使用量の削減　：　達成
ステッカーの貼り付けに併せ、口頭で周知を促す。

昼休みなど長時間不使用時には対応できたが、もっ
とこまめに入・切の操作をする。

より一層の安全運転への意識を高める必要がある。

より一層の安全運転への意識を高める必要がある。

LPG使用量削減　：　達成
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主な環境関連法などおよび順守評価結果は、下表の通りです。

環境関連法規等 順守する事項 順守評価

なお、環境関連法規等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

代表取締役

７． 環境関連法規等の順守状況の評価の結果

騒音・振動規制法 指定地域内の特定施設の届出、規制基準の順守 順守

水質汚濁防止法
公共用水域への排出水の排出基準の順守、特定施設の届出、水質の測
定と記録、事故時の届出

順守

廃棄物処理法
保管基準の順守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェストの交
付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

順守

建設業の再生資源利用
省令

再生資源、建設工事副産物の再利用、再生資源利用計画書、実施記録
の作成

順守

建設リサイクル法
建築物等の分別解体義務、事前届出、特定建設資材廃棄物の再資源化
義務

順守

消防法

（防火対象物）防火管理者の届出、消防計画の作成、避難訓練の実施、
消火設備・火災警報設備の点検整備、避難設備の維持
（危険物取扱所）設置許可、技術基準の順守、危険物保安監督者の届
出、定期点検の実施と記録の保存

順守

2023年10月31日
青中　龍二

これを達成する上でも、全従業員を対象とした教育の実施、啓発活動を通じた全従業員への活動目的や取組
内容の周知徹底と進捗状況の情報開示を進めることが重要であり、来季は定期的な進捗管理と情報公開を確
実に遂行することを指示しました。

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、特定されたすべて法規等が順守されていることを2023年10月15
日に確認しました。

８． 代表者による全体の評価と見直し

当社は、より良い地球環境を次世代に残すことの大切さを社員全員が認識し、エコアクション２１活動に取り
組んでおり、全体的には、非常に厳しい経済状況の中、最少費用（経営）としながら、目標をほぼ達成したこと
は、環境の両立を目指す環境経営の実現に向けた良い成果であると評価できます。

しかし、エコアクション２１の活動の中では、責任者間では活発な意見の交換、勉強会などが実施されてはいる
ものの、その他の従業員への浸透は不十分と判断しています｡

具体的には、廃棄物排出量削減に代表される３Ｒ活動（無駄をなくす取り組み）は定着してきましたが、より一
層の無駄排除活動を推進する上では、今まで以上の従業員一人ひとりの環境意識の向上と取組目的の理解お
よび取組内容の理解が不可欠だと判断しています。
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＜エコアクション掲示板＞ ＜エアコン設定温度＞

＜省エネ＞ ＜節水＞

＜ごみ分別＞ ＜ごみ分別＞

＜ごみ分別＞ ＜ごみ分別＞

１０． 環境経営活動の紹介


